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50周 年 記 念 山 行

記
念
行
事
大
盛
会
に

東
九
州
支
部
創
立
五
〇
周
年
記
念
式
典
と
記
念
講
演
会
が
、
昨
年
の

一

一
月
六
日
（土
）
午
後

二
時
三
〇
分
か
ら
、
大
分
市
府
内
町
の

「
コ
ン
パ
ル

ホ
ー
ル
」
で
開
か
れ
た
。
式
典
と
講
演
会
に
は
支
部
会
員

。
会
友
は
も
ち

ろ
ん
、
全
国
各
支
部
か
ら
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
会
員
の
ほ
か
、

一
般
参
加
者
も
交
え
て

一
二
六
名
の
参
加
を
み
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
引
き

続
い
て
午
後
六
時
か
ら
同
市
府
内
町

「人
分
セ
ン
チ

ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
」
で

記
念
祝
賀
会
も
開
か
れ
、
会
員
、
会
友
、
全
国
各
支
部
か
ら
の
参
加
者
を

交
え
て
、
盛
大
な
パ
ー
テ
ィ
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
、
翌
日

（
一
一
月
七
日

ｏ
日
曜
日
）
は
記
念
山
行
が
行
わ
れ
た
。
場
所
は
鶴
見
岳
で
、
こ
れ
に
も

会
員

。
会
友
は
も
ち
ろ
ん
、
前
日
の
祝
賀
会
に
参
列
し
た
全
国
各
支
部
の

参
加
者
や
、
新
聞
な
ど
を
見
て
応
募

・
参
加
し
て
き
た

一
般
参
加
者
も
交

え
て
八
六
名
と
い
う
大
き
な
団
体
と
な
り
、
楽
し
い
、
盛
大
な
登
山
大
会

と
な

っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
と
併
行
し
て
同
じ

「
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

・

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
は
、　
一
一
月
五
日
か
ら
七
日
に
か
け
て

『
登
山
資

料
展
示
会
』
も
実
施
さ
れ
、
多
く
の
会
員
か
ら
提
供
さ
れ
た
資
料
が
た
く

さ
ん
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を
引
い
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
行
事
は
大
分
県

。
大
分
県
教
育
委
員
会

・
人
分
県
山

岳
連
盟
の
後
援
の
ほ
か
、
大
分
合
同
新
聞
社
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
Ｏ
Ｂ
Ｓ
、
Ｔ
Ｏ

Ｓ
、
Ｏ
Ａ
Ｂ
、
Ｆ
Ｍ
大
分
の
マ
ス
コ
ミ
各
社
の
後
援
を
受
け
て
の
実
施
で

あ
っ
た
。

五
〇
年
と
い
う
半
世
紀
の
歴
史
を
積
み
重
ね
た
当
支
部
が
、
そ
の
記
念

の
事
業
を
支
部
組
織
を
上
げ
て
実
施
し
よ
う
と
、
平
成

二
〇
年
の
定
期
総

会
で
決
定
し
て
以
来
約

一
年
半
を
か
け
て
準
備
し
て
き
た
事
業
は
、
こ
の

ほ
か
に
も
、
海
外
遠
征
登
山
隊
派
遣
や
、
国
内
山
行
、
記
念
誌
の
発
行
な

ど
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
趣
旨
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
五
〇
年
と

《 も く じ 》

支部創立五〇周年を迎えて

記念式典準備

記念資料展示会

記念式典

記念講演会

記念祝賀会

山に想う

記念山行

山行各班からの報告

記念誌編集を終えて

附 大分合同新聞記事 (写 )

記念事業の実施概要
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ど
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
趣
旨

は
い
う
ま
で
も
な
く
、
五
〇
年
と
い
う

歴
史
の
節
目
を
記
念
す
る
こ
と
で
あ
り
、

会
員
、
会
友
が
こ
れ
を
契
機
に
今
後
の

飛
躍
を
意
識
す
る
場
で
も
あ
る
。

同
時
に
ま
た
、
こ
れ
ら
事
業
の
展
開

を
広
く

一
般
に
も
周
知
し
て
も
ら
う
こ

と
に
よ
り
、
登
山
に
関
す
る

一
般
の
関

心
と
参
加
を
促
す
目
的
も
あ
る
。
こ
う

し
た
意
味
で
、
記
念
講
演
会
や
記
念
山

行

へ
の

一
般
参
加
者
が
た
く
さ
ん
得
ら

れ
、
ま
た
、
記
念
事
業
で
実
施
し
た
海

外
遠
征
登
山
に
も

一
般
参
加
者
が
い
た

こ
と
は
意
義
多
い
こ
と
で
あ
る
。

一
一
月
六
日
（土
）
午
前

一
〇
時
過

ぎ
、
大
分
市
府
内
町

・
コ
ン
パ
ル
ホ
ー

ル
三
階
の
多
目
的
ホ
ー
ル
に
、
東
九
州

支
部
の
会
員
が
二
人
、
五
人
と
集
ま
っ

て
き
た
。
支
部
員
は
全
員
、
こ
の
日
の

始
め
る
。
ス
テ
ー
ジ
を
組
み
立
て
る
作

業
が
始
ま
る
。
机
や
椅
子
の
配
置
。
椅

子
は
当
初
横
に

一
五
脚
並
べ
て
い
た
が
、

横
の
ゆ
と
り
が
狭
い
と
、
途
中
か
ら

一

〇
列
に
替
え
て
並
べ
て
い
く
。
梅
木
支

部
長
が
ス
テ

ー
ジ
上
に
取

り
付
け
る
横

幕
の
高
さ
を

調
整
し
て
い

る
。
講
師
紹

介
の
垂
れ
を

幕
を
後
ろ
の

バ
ー
に
取
り

付
け
て
高
さ

の
調
整

・
・

・
・
、
な
ど

と
、
ホ
ー
ル

は
動
く
人
影

で
あ
わ
た
だ

し
い
。
横
の

方
で
は
受
付

の
テ
ー
ブ
ル
を
並
べ
ら
れ
て
い
く
。
出

席
予
定
者
名
簿
を
並
べ
た
り
、
配
布
資

料
や
記
念
品
を
置
い
た
箱
を
並
べ
て
、

受
付
の
準
備
を
始
め
て
い
る
。

一
年
以
上
前
か
ら
準
備
し
て
き
た
の

は
ほ
と
ん
ど
今
日
の
日
の
た
め
だ
。
午

後
二
時
半
開
会
の
記
念
式
典
、
そ
れ
に

引
き
続
く
記
念
講
演
会
。
終
わ
る
と
夕

方
は
セ
ン
チ

ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
で
祝
賀
会

だ
。
そ
の
間
に
は
講
演
会
終
了
後
は
、

こ
の
ホ
ー
ル
で
出
席
者
全
員
そ
ろ
っ
て

の
記
念
写
真
撮
影
の
準
備
も
あ
る
。

受
付
は
ま
ず
支
部
員
の
会
員

・
会
友
、

そ
し
て
全
国
各
支
部
か
ら
の
来
訪
者
。

受
付
で
渡
す
袋
に
は
、
今
日
の
行
事
の

し
お
り
、
明
日
の
鶴
見
岳
山
行
の
し
お

り
、
記
念
品
の
袋
、
発
行
し
た
ば
か
り

の
五
〇
周
年
記
念
誌
、
そ
の
他
、
大
分

県

。
大
分
市

。
別
府
市

・
由
布
市
な
ど

の
観
光
バ
ン
フ
レ
ツ
ト
な
ど

・
・
・
。

そ
の
横
に
は

一
般
参
加
者
の
受
付
も
あ

る
。　
Ｉ

一時
前
に
は
お
お
む
ね
会
場
設

営
を
終
了
。
メ
ン
バ
ー
全
員
い
っ
た
ん

ホ
ー
ル
中
央
に
集
ま
っ
て
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
。
支
部
長
が

「
い
よ
い
よ
本
番
、
み

ん
な
協
力
し
て
成
功
さ
せ
よ
う
」
と
あ

い
さ
つ
。
午
後
の
本
番
の
手
は
ず
や
、

各
々
の
任
務
分
担
な
ど
を
再
確
認
し
て

昼
食
に
散
る
。
大
分
駅
前
に
講
師
の
石

川
氏
を
迎
え
に
行
く
メ
ン
バ
ー
も
出
て

行
く
。

前
日
の
五
日

（金
）
、
同
じ
コ
ン
パ

ル
ホ
ー
ル
の
三
階
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
は
九
時
過
ぎ
か
ら
支
部
員
が
次
々
と

集
ま
っ
て
く
る
。
こ
こ
は
そ
の
日
か
ら

七
日

（日
）
ま
で
開
か
れ
る

「登
山
と

文
化
」
登
山
資
料
展
示
会
の
会
場
だ
。

入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
す
る
メ
ン
バ

ー
は

一
四
人
に
の
ぼ

っ
て
い
る
。
が
ら

ん
と
し
た
会
場
に
、
展
示
さ
れ
る
資
料

が
、
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
運
び
込
ま
れ

て
く
る
。

ギ

ャ
ラ
リ
ー
ル
ー
ム
の
隣
の
倉
庫
か

ら
、
展
示
台
に
す
る
机
や
台
を
運
び
出

し
、
展
示
物
を
吊
す

フ
ッ
ク
や
鎖
な
ど

が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
く
。　
一
九
六
五

年
の
ヒ
ン
ズ
ク
シ
ュ
登
山
の
記
録
の
古

い
写
真
や
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
な
ど
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
写
真
、
あ
る
い
は
山
の
絵
画

や
版
画
な
ど
が
ボ
ー
ド
に
架
け
ら
れ
て

い
く
。
山
に
関
す
る
古
い
書
籍
類
も
運

び
込
ま
れ
、
机
の
上
に
自
い
障
子
紙
を

張
っ
て
飾

っ
た
上
に
並
べ
ら
れ
て
い
く
。

戦
前
の
も
の
も
含
め
て
、
古
い
国
土
地

理
院
の
地
図
も
並
べ
ら
れ
て
い
く
。
書

籍
類
の
手
前
の
、
机
の
上
や
台
の
上
に

は
、
古
い
ピ
ツ
ケ
ル
十
数
本
を
は
じ
め
、

カ
ラ
ビ
ナ
や
ハ
ー
ケ
ン
、
ザ
イ
ル
、
そ

の
他
古
い
登
は
ん
道
具
関
係
。
わ
か
ん

や
ア
イ
ゼ
ン
、
キ
ス
リ
ン
グ
ザ

ツ
ク
、

靴
、
ス
パ
ッ
ツ
、
ニ
ッ
カ
ー
ズ
ボ
ン
、

ニ
ッ
カ
ー
ホ
ー
ス
、
ヤ
ツ
ケ
、
果
て
は
、

と
あ
る
高
校
山
岳
部
の
ネ
ー
ム
の
入
っ

た
着
古
し
た
シ
ャ
ツ
も
あ
る
。
い
ず
れ

も
古
く
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
ば
か

り
だ
。
中
央
で
は
古
い
屋
根
型
の
テ
ン

ト
と
、
丸
い
最
新
型
テ
ン
ト
が
対
比
的

に
張
ら
れ
て
い
く
。
そ
の
前
に
は
高
所

登
山
の
服
装
を
マ
ネ
キ
ン
に
着
せ
て
見

せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
昼
前

に
は
並
べ

終
え
ら
れ
、
そ
の
こ
ろ
に
は
も
う
、
二

人
、
二
人
と
見
物
者
の
姿
も
見
え
始
め

一

て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２一

六
日
午
後

一
時
を
前
に
、
廊
下
の
向

こ
う
か
ら

一
人
の
中
年
男
性
が
、
い
か

に
も
山
男
風
に
、
さ
り
げ
な
い
ス
ポ
ー

ツ
シ
ャ
ツ
と
浅
い
ひ
さ
し
の
ハ
ッ
ト
姿
、

手
に
は
小
さ
な
カ
バ
ン
を
持

っ
て
い
る
。

「
こ
ん
に
ち
は
。
○
○
支
部
の
◇
◇
で

す
」
受
付
第

一
号
だ
。
名
簿
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
記
念
集
会
資
料
と
記
念
品
な
ど

を
渡
す
。

「開
会
ま
で
ま
だ
大
分
時
間

が
あ
り
ま
す
の
で
、
三
階
の
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
登
山
資
料
展
示
会
を
開
い
て

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
下
さ
い
」

受
付
の
支
部
員
が
説
明
す
る
。
そ
の
少

た
め
に
作

っ

た
支
部
の
マ

ー
ク
の
入
っ

た
た
グ
リ
ー

ン

（女
性
は

ダ
イ
ダ
イ

色
）
の
パ
ー

カ
ー
を
羽
織

っ
て
い
る
。

会
員
等
は

ホ
ー
ル
隣
の

倉
庫
か
ら
椅

子
を
運
び
出

す
作
業
か
ら



し
後
に
七
，
八
名
の

一
団
が
ホ
ー
ル
に

入
っ
て
き
た
。
団
体
の
第

一
陣
は
◇
◇

◇
支
部
だ
。
や
が
て
、
受
付
の
役
に
つ

い
て
い
な
い
会
員
や
、
会
友
が
三
、
三
，

五
、
五
顔
を
見
せ
始
め
、
他
の
支
部
か

ら
の
会
員
も
次
々
と
姿
を
見
せ
て
く
る
。

三
階
の
資
料
展
示
会
場
も
急
に
に
ぎ
や

か
に
な

っ
て
き
た
。
受
付
を
す
ま
せ
た

県
外
組
が
見
に
来
て
い
る
。

午
後

二
時
三
〇
分
ち

ょ
う
ど
、
飯

田

会
員

の
司
会

で
記
念
式
典
が
始
ま

っ
た
。

は
じ
め
に
梅
木
支
部
長
の
あ
い
さ

つ
。

「
五
〇
年

の
歴
史
は
、
本
部

の

一
〇
〇

年
に
比

べ
れ
ば
浅

い
が
、
我
が
東
九
州

に
と

っ
て
は
重

い
も
の
が
あ
る
。
今
回

の
五
〇
周
年
記
念

の
行
事
は

『
登
山
と

文
化
』
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
先
達

の
築

い
た
歴
史
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の

加
入
促
進
に
向
け

て
い

っ
そ
う
の
会

の

活
性
化
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の

基
礎
を
な
す

の
が
支
部
の
活
性
化
で
、

全
国
各
支
部

で
い
ろ
い
ろ
工
夫
あ
る
活

動
が
模
索
さ
れ

て
い
る
。
登
山
と
い
う

も
の
を
よ
り
楽
し
く
、
安
全
な

ス
ポ
ー

ツ
と
し

て
広
げ

、
若
者
が
喜
ん
で
参
加

で
き
る
よ
う
な
も
の
に
す

る
た
め
、
東

九
州
支
部

の
さ
ら
な

る
活
動
と
発
展
を

（あ
い
さ
つ
す
る
梅
木
支
部
長
）

期
待
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
後
藤
利

雄
人
分
県
山
岳
連
盟
会
長
は

「人
分
県

の
登
山
活
動
に
大
き
な
功
績
を
残
し
た

当
支
部
の
活
動
は
立
派
な
遺
産
で
あ
る
。

今
後
は
い
っ
そ
う
幅
広
く
、
会
員
以
外

に
も
影
響
の
あ
る
活
動
を
展
開
し
、
安

全
登
山
や
自
然
保
護
な
ど
の
あ
り
方
を

広
め
、
県
下
の
登
山
活
動
の
発
展
に
い

登
山
の
あ
り

方
を
追
求
す

る
場
と
し
た

い
と
い
う
、

気
持
ち
を
込

め
て
実
施
し

た
。

こ
れ
ま

で
取
り
組
ん

で
き
た
支
部

活
動
を
基
礎

に
し
て
、
こ

の
記
念
行
事

を
次
の
半
世

紀

へ
の
飛
躍

台
に
し
た

い
」
と
の
ベ

た
。
そ
し
て
。

本
部
代
表
あ

い
さ

つ
で
は
、

会
長
代
理
で

出
席
し
た
神

崎
忠
男
副
会

長
が

「
日
本

山
岳
会
は
高

齢
化
と
、
若

年
会
員

の
減

少
と
い
う
実

態

の
中

で
、

若
手
会
員

の

（祝
辞
を
の
べ
る
県
岳
連
後
藤
会
長
）

っ
そ
う
寄
与
し

て
欲
し
い
」
と
述

べ
た
。

祝
電
が

二
通
披
露
さ
れ
、
こ
の
あ
と
、

現
存
会
員

で
唯

一
、
五
〇
年
以
上

の
会

員
歴
を
持

つ
橋
本
祥
案
氏
に
、
支
部
か

ら
永
年
会
員
表
彰
を
贈

っ
た
。
氏

の
果

た
し
た
大
き
な
功
績
に
対
し

て
出
席
者

の
万
雷
の
拍
手
が
贈
ら
れ
た
。

（永
年
会
員
表
彰
）

記
念
式
典
は

二
〇
分

で
終
了
だ
。
引

き
続

い
て
記
念
講
演
に
は
い
る
。
最
初

は
本
部
会
長
代
理
で
あ

い
さ

つ
し
た
神

崎
副
会
長

の
講
演

で
あ
る
。
題
し

て

「
日
本
山
岳
会
と
私
」

（講
演
す
る
神
崎
副
会
長
）

日
本
大
学
の
山
岳
部
時
代
か
ら
の
登

山
と
探
検
の
秘
話
が
披
露
さ
れ
、
そ
の

中
で
は
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

ヘ
の
探
検

と
登
山
の
逸
話
は
興
味
深
い
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
続
く
話
題
で
特
に
、
北

極
点

ヘ
ト
ラ
イ
は
、
植
村
直
己
氏
と
の

競
争
な
ど
の
臨
場
感
あ
る
話
が
聴
衆
の

気
持
ち
を
引
い
た
よ
う
だ
。

次
は
石
川
富
康
氏
の

「美
し
き
七
つ

の
峰
」
と
題
し
て
、
ギ
ネ
ス
ブ

ッ
ク
に

も
登
録
さ
れ
て
い
る
、
最
高
齢
で
世
界

七
人
陸
の
最
高
峰
を
登
頂
し
た
記
録
の

話
だ
。
前
段
は
、
氏
が
若
い
こ
ろ
か
ら



（講
演
す
る
石
川
氏
）

山

へ
の
め
り
込
ん
で
い
き
、

エ
ベ
レ
ス

ト
を
は
じ
め
、
八
千
メ
ー
ト
ル
級

の
山

々
に
挑
戦
し
て
き
た
中
、
そ
の
経
験
の

中

で
の
い
く

つ
か
の
逸
話
が
披
露
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
次
第
に
年
を
と

っ
て
き

た
中

で

一
つ
の
挑
戦
と
し

て
挑
ん
だ

の

が
、
七
人
陸

の
最
高
峰
登
頂

で
、

こ
れ

ら
の
山

々
に
挑
ん
だ
逸
話
が
話
さ
れ
た
。

記
念
講
演
会
は
午
後
五
時

一
〇
分
に

．

終
了
し
た
。
そ
の
後
、　
一
般
聴
講
者
が

退
場
し
た
あ
と
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
関
係
者
だ
け

で
記
念
撮
影
。
そ
し
て
、
そ
の
ま
ま
会

場
を
す
ぐ
近
く
の

「人
分
セ
ン
チ

ュ
リ

ー
ホ
テ
ル
」

へ
移
し
て
記
念
祝
智
会

だ
。
一一

午
後
六
時
に

一
五
分
前
。
会
場
の
　
　
．

「大
分
セ
ン
チ

ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
」
三
階

の
桜
の
間
は
、　
一
〇
の
テ
ー
ブ
ル
が
並

べ
ら
れ
、
各
テ
ー
ブ
ル
に
は
山
の
名
前

・

橋

本

祥

案

五
〇
周
年
記
念
式
典
の
栄
え
あ
る
場
で
、
永
年
会
員
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
こ
と

を
誇
り
に
思
う
と
同
時
に
、
身
に
あ
ま
る
表
彰
に
感
謝
し
ま
す
。

私
は
よ
く
出
に
登
り
ま
す
。
好
き
だ
か
ら
、
低
い
出
、
一ロロ
い
山
、
近
く
の
出
、
一４

く
の
出
な
ど
、
山
の
喜
び
は
出
頂
に
立
っ
た
時
が
最
も
大
き
い

…
。
し
か
し
、
私
は

険
し
い
出
道
、
坂
道
等
苦
し
い
が
、
一
歩

一
歩
踏
み
し
め
て
登
る
時
が
「
自
分
を
知

る
」
時
だ
と
憑
う
。

「
雪
の
尾
根
　
樹

々
輝
き
て
　
年
あ
ら
た
ま
る
」
と
、
あヽ

句
は
久
住
の
雪
山
に
登
っ

た
時
の
も
の
で
あ
る
。
「春
、
夏
、
秋
、
冬
」
と
何
時
、
何

口
登
っ
て
も
、
そ
の
日
、
そ
の

時
、
し
れ
ぞ
れ
違
っ
た
味
を
感
じ
、
速
に
深
い
感
動
を
お
ぼ
え
る
。
出
に
登
り
、
野

を
歩
き
、
自
然
の
中
に
小
さ
な
自
我
を
見
出
す
。
出
や
海
、
そ
れ
ぞ
れ
ｔ
や
物
の

準
備
が
必
要
で
大
切
で
あ
る
こ
と
を
恙
れ
な
い
で
ほ
し
い
。
ひ
と
り
歩
き
も
よ
い
が
、

危
険
が
と
も
な
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。
「命
の
尊
さ
」
を
恙
れ
な
い
で
、
「
安

全
登
山
」
を
し
て
ほ
し
い
と
想
い
ま
す
。

雨
や
み
て
　
」迅
く
に
か
す
む
高
峰
の

山
の
尾
根
見
ゆ
　
午
後
の
ひ
と
と
き

が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
最
前
列
中
央
に

あ
る
の
は
九
州
の
山
の
シ
ン
ボ
ル
久
住

山
で
、
そ
の
ほ
か
の
名
前
も
み
な
人
分

県
に
あ
る

一
等
三
角
点
の
山
々
。
そ
の

中
で

一
つ
だ
け
違
う
の
が
あ
る
。
翌
日

登
る
鶴
見
岳

（三
等
）
だ
。
会
場
に
次

々
と
、
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
か
ら
参
列
者

が
移
動
し
て
く
る
。
入
り
口
で
は
、
胸

に
つ
け
る
名
札
と
会
場
の
着
席
表
が
配

ら
れ
て
い
る
。

午
後
六
時
、
い
よ
い
よ
祝
賀
会
の
開

宴
。
加
藤
会
員
の
司
会
で
始
ま
り
、
梅

木
支
部
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。
続
い

て
乾
杯
の
音
頭
は
、
遠
来
の
お
客
の
中

で
は
最
古
参
の
ひ
と
り
で
、　
一
昨
年
秩

父
宮
賞
受
賞
し
た
福
岡
支
部
の
松
本
征

庄
瓜

■
＝
―ｌ
ｕ
Ｖ

ふ
∴

会
員
に
代
わ
り
る
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

の
開
始
で
あ
る
。

ス
テ
ー
ジ
上
に
上
が
っ
た
の
は
、
お

揃
い
の
ブ
ル
ー
の
ブ
レ
ザ
ー
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を
着
た
男
性
陣
、
今
宵
の
出
し
物
に

夫
氏
が
指
名
さ
れ
た
。
乾
杯
の
あ
と
は

し
ば
し
料
理
と
お
酒
と
歓
談
の
時
間
で
、

司
会
が
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
し
た
西

（あ
）



の
橋
本
祥
案
会
員

の

依
頼
し
た

『
男
声
合
唱
団

・
南
蛮

ヨ
ー

ラ
ス
』
の

一
五
人
で
あ
る
。
中
に
ひ
と

り
見
覚
え
の
顔
は
、
司
会
し
て
い
た
加

藤
会
員
。
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て

滝
廉
太
郎
作
曲
の

『
花
』
を
皮
切
り
に

ポ
ピ

ュ
ラ
ー
や
演
歌
や
童
謡
や
山
の
歌

な
ど
の
合
唱
を
八
曲
、
約
二
〇
分
間
の

熱
唱
披
露
で
あ
っ
た
。

祝
宴
は
さ
ら
に
た
け
な
わ
と
な

っ
て

き
て
、
お
祝
い
に
駆
け

つ
け
て
く
れ
た

各
支
部
が
、
順
番
に
ス
テ
ー
ジ
に
上
が

り
、
出
し
物
や
ら
ス
ピ
ー
チ
や
ら

・
・

・
。
そ
し
て
、
五
〇
周
年
記
念
記
念
の

海
外
登
山
隊
と
し
て
参
加
し
た
メ
ン
バ

ー
が
壇
上
で
紹
介
さ
れ
る
な
ど
が
続
き
、

終
演
の
時
間
と
な
る
。
最
後
は
最
年

（海
外
山
行
隊
の
紹
介
）

『
日
本
山
岳
会
万
歳
』
を
や
れ
ば
、
飛

び
入
り
で
重
廣
恒
夫
関
西
支
部
長
が
登

壇
し
、
お
返
し
の

『
東
九
州
支
部
万

歳
』
で
お
開
き
と
な

っ
た
。

記
念
山
行

七
日

（日
）
朝
八
時
前
、
人
分
駅
前

を
出
発
し
た
バ
ス
は
中
型
二
台
。　
一
台

は
山
行
コ
ー
ス
用
、
も
う

一
台
は
観
光

コ
ー
ス
だ
。
観
光
は
人
数
も
少
な
い
の

で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
予
定
だ

っ
た
が
、

バ
ス
会
社
の
手
違
い
で
中
型
が
来
た
。

二
台
の
バ
ス
は
大
分
駅
か
ら
乗
る
支

部
員
を
乗
せ
て
セ
ン
チ

ュ
リ
ー
ホ
テ
ル

ヘ
。
こ
こ
で
県
外
か
ら
の
お
客
を
乗
せ

て
出
発
し
た
。
観
光
コ
ー
ス
は
高
崎
山

へ
、
山
行
組
は
大
分
Ｉ
Ｃ
か
ら
別
府

ヘ

向
か
う
。
そ
の
こ
ろ
す
で
に
、
今
日
の

山
行
、
鶴
見
岳
の
登
山
口
と
な
る
権
現

社
駐
車
場
に
は
自
家
用
車
組
が
次
々
到

着
し
て
い
た
。

午
前
九
時
、
広
い
権
現
社
駐
車
場
は

自
家
用
車
と
登
山
者
の
姿
で
埋
ま
っ
て

し
ま
っ
た
。
こ
こ
で
、
Ａ
班

（リ
ー
ダ

ー
加
藤
会
員
、
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
中
野
会

員
）
、
Ｂ
班

（り
―
ダ
ー
星
子
会
員
、

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
下
川
会
員
）
、
Ｃ
班

（リ
ー
ダ
ー
安
東
会
員
、
サ
ブ
リ
ー
ダ

ー
佐
藤

（秀
）
、
木
本
、
渡
部
会
員
）

と
、
登
山
者
名
簿
で
振
り
分
け
ら
れ
た

班
編
制
を
整
え
出
発
の
準
備
。
最
初
に

山
行
の
総
合
り
―
ダ
ー
の
野
村
会
員
が

「紅
葉
も
見
頃
で
、
ほ
ど
よ
い
天
気
。

気
を
つ
け
て
楽
し
く
登
り
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。

出
発
準
備
の
整

っ
た
Ａ
班
か
ら
順
次

出
発
す
る
。
Ｃ
班
は
、
昨
日
参
加
申
し

込
み
し
た
人
な
ど
、　
一
般
参
加
者
が
八

人
に
も
な

っ
て
、
人
数
も
増
え
た
た
め

点
呼
も
慎
重
に
行

っ
て
、　
一
足
遅
れ

て

（山
行
出
発
式
）

九
時
二
〇
分
に
出
発
。

権
現
社
を
経
由
し
て
登

っ
て
い
く
と
、

林
道
を
横
断
す
る
。
こ
こ
で
は
救
護
担

当
の
大
林
会
員
が
車
を
待
機
さ
せ
て
非

常
事
態
に
備
え
て
い
る
。
南
平
台
分
岐

を
経
て
山
頂
直
下
の
小
広
場
に

一
一
時

四
〇
分
頃
、
全
メ
ン
バ
ー
が
登
り
着
く
。

早
く
着
い
た
組
は
も
う
弁
当
を
開
い

て
い
る
。
み
な
が
そ
れ
ぞ
れ
、
あ
ち
こ

ち
に
座

っ
て
昼
食
タ
イ
ム
。
北
九
州
支

部
の
日
向
氏
が
持
参
し
担
ぎ
上
げ
た
シ

ャ
ン
ペ
ン
が
み
ん
な
に
振
る
舞
わ
れ
、

広
場
は
大
賑
わ
い
。
そ
ば
を
通
過
す
る

一
般
登
山
者
は
驚
き
な
が
ら
見
て
行
く
。

一
二
時

一
〇
分
、
先
に
着
い
て
い
た

観
光
チ
ー
ム
と
合
流
す
る
た
め
山
頂

ヘ

移
動
す
る
。
三
角
点
を
か
こ
ん
で
、
木

山
会
友
の
書
の
横
幕
を
真
ん
中
に
し
て
、

全
員
そ
ろ
っ
て
記
念
写
真
撮
影
。
取
材

の
た
め
に
登
っ
て
き
た
大
分
合
同
新
聞

社
の
記
者
も
カ
メ
ラ
を
構
え
る
。

（こ

の
写
真
と
記
事
は

一
一
月

一
〇
日
の
別

府
版
に
載
せ
ら
れ
た
）

山
頂
は
あ
い
に
く
の
曇
り
と
霧
の
中

で
、
展
望
は
な
か
っ
た
が
、
暑
く
も
寒

く
も
な
く
、
ち
ょ
う
ど
良
い
気
温
。
全

員
そ
ろ
っ
て
万
歳
を
行

っ
て
、　
≡

一時

三
〇
分
、
Ａ
班
か
ら
順
次
下
山
だ
。

下
山
コ
ー
ス
は
馬
ノ
背
か
ら
南
平
台

を
経
て
途
中
よ
り
登
り
の
コ
ー
ス
と
合

流
し
て
権
現
社

へ
と
な
る
。
午
後
三
時
、

ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
に
、
朝
出
発
し
た
駐

車
場
広
場
に
下
山
完
了
。
野
村
リ
ー
ダ

ー
が

「全
員
、
全
く
事
故
も
落
伍
者
も

な
く
、
楽
し
く
登
山
で
き
た
こ
と
を
喜

び
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
苫
労
様

で
し
た
」
と
あ
い
さ
つ
。
県
外
か
ら
の



来
訪
者
も
県
内
組
も
バ
ス
や
自
家
用
車

で
そ
れ
ぞ
れ
が
帰
途
に
つ
い
た
。

（文
責
　
飯
　
田
）

Ａ
班

中

野

　

稔

（一∞
Φ
Φ
『）

薄
曇
り
の

一
日
で
、
山
頂
部
は
霧

の
中
で
あ
っ
た
。
思
え
ば
三
年
前
か
ら

企
画
し
、
役
員
が
役
割
分
担
し
常
時
十

名
近
く
が
活
動
し
て
、　
一
年
前
か
ら
は

具
体
的
に
行
動
を
起
こ
し
、
青
写
真
を

現
実
の
目
に
見
え
る
物

へ
と
変
え
て
き

た
。
何
事
も
紆
余
曲
折
は
つ
き
も
の
で
、

記
念
山
行
と
同
様
に
無
事
に
成
功
し
た

こ
と
に
、
参
加
者
全
員
に
対
し
て
感
謝

し
た
い
と
思
う
。

Ａ
班
は
本
州
と
福
岡
県
の
各
支
部
か

ら
の
参
加
者
で
、
遠
路
は
る
ば
る
来
県

し
て
く
れ
た
方
々
の
登
山
に
対
す
る
、

純
粋
な
真
心
と
真
摯
な
情
熱
を
生
む
精

神
に
触
れ
た
こ
と
で
、
東
九
州
支
部
の

方
々
の
、
山

へ
の
憧
れ
と
畏
敬
の
念
が

今
ま
で
以
上
に
強
く
な

っ
た
と
思
う
。

九
時
過
ぎ
に
駐
車
場
を
出
発
し
、
権

現
社
本
殿
に
て
本
日
の
登
山
の
安
全
を

神
様
に
お
願
い
し
て
、
山
頂
部
の
展
望

台
を
目
指
し
た
。
所
々
に
登
山
道
に
海

岸
か
ら
登
る

一
気
登
山
の
案
内
板
が
あ

る
。

壬

二
回
目
と
言
う
事
は
、
平
成
元

年
あ
た
り
が
初
回
度
と
言
う
事
を
語
っ

て
い
る
。
歳
月
は
様
々
な
も
の
を
の
み

込
み
、
変
化
さ
せ
て
ゆ
く
様
に
、
登
山

の
在
り
方
も
変
わ

っ
て
ゆ
く
に
違
い
な

い
。ほ
ぼ
予
定
ど
う
り
、
十

一
時
半
頃
山

頂
部
の
展
望
台
に
つ
き
、
昼
食
と
写
真

撮
影
会
と
し
ば
し
の
歓
談
を
楽
し
み
、

観
光
組
み
の
待
つ
山
頂

へ
歩
い
て
二
、

三
分
。
霧
が
な
け
れ
ば
、
由
布
岳
の
雄

姿
が
見
え
た
は
ず
。
ち
ょ
っ
と
遅
い
が
、

ま
だ
紅
葉
も
残

っ
て
お
り
、
遠
来
の
お

客
に
そ
の
素
晴
ら
し
い
景
色
を
お
見
せ

で
き
な
か
っ
た
の
が
残
念
。
全
員
で
集

合
写
真
を
撮
り
、
十

二
時
半
に
は
次
の

目
的
地
、
南
平
台
を
目
ざ
し
て
下
山
。

四
十
分
余
り
で
到
着
。
由
布
岳
と
鶴
見

岳
の
展
望
台
で
登
山
客
も
そ
れ
な
り
に

沢
山
来
て
い
る
事
は
、
良
く
磨
か
れ
た

登
山
道
が
物
語
っ
て
い
る
。

ほ
ぼ
予
定
ど
う
り
、
出
発
地
点
の
駐

車
場
に
三
時
前
に
到
着
。
解
散
式
を
執

り
行
い
三
々
五
々
流
れ
解
散
と
な
る
。

そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
出
会
い
と
次
の
山
を

目
ざ
し
旅
立
っ
て
い
っ
た
。

Ｂ
班

下

川

幸

一

（一卜
輌〇卜
）

歩
き
は
じ
め
て
す
ぐ
に
神
社
の
社
務

所
が
あ
り
、
横
の
苔
む
し
た
石
段
を
上

が
っ
て
い
く
と
、
神
社
の
下
に
清
め
の

水
場
が
あ
り
水
を
補
給
。
Ｃ
班
の
安
東

桂
三
さ
ん
が

「別
府
で

一
番
お
い
し
い

水
で
す
」
と
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に

進
む
と
御
岳
権
現
社
に
到
着
し
、
登
山

の
安
全
祈
願
を
す
る
。
本
殿
の
左
手
奥

に
登
山
道
の
標
識
が
あ
り
、
登
山
道
に

入
る
。
や
や
急
な
ジ
グ
ザ
グ
道
を
登
る

と
、　
一
〇
分
く
ら
い
で
ベ
ン
チ
の
あ
る

広
場
が
あ
り
、
尾
根
道
に
出
た
。
自
然

林
と
檜
の
混
成
林
の
中
、
緩
い
斜
面
を

ゆ
っ
く
り
進
む
。
林
道
を
横
切

っ
て
杉

林
を
さ
ら
に
登
る
と
、
や
が
て
道
が
左

右
に
分
か
れ
て
い
る
。
左
は
南
平
台
に

続
く
南
平
台
分
岐
点
で
あ
る
。
こ
こ
で

小
休
止
し
て
水
を
補
給
。

Ｂ
班
の
星
子
リ
ー
ダ
ー
は
ヴ
ィ
ス
タ

ー
リ
、
ヴ
ィ
ス
タ
ー
リ

（ゆ
っ
く
り
、

ゆ

っ
く
り
）
の
ペ
ー
ス
で
先
導
し
、
何

度
か
立
ち
止
ま
っ
て

「登
山
時
の
基
本

の
励
行
」
に
つ
い
て
皆
に
説
明
、
実
技

指
導
を
し
て
い
る
。

①
ゆ
っ
く
り
歩
く
　
②
水
と
食
の
補
給

③
腹
式
呼
吸
の
指
導
　
④
ト
グ
ル
歩

行
　
⑤
ス
ト
ッ
ク
の
握
り
方
等
、
二
班

グ
ル
ー
プ
全
員
が
熱
心
に
聞
い
て
い
た
。

一
〇
時
二
〇
分
に
南
平
台
分
岐
点
を

右
に
と
り
、
鶴
見
岳

へ
直
進
す
る
。
は

じ
め
は
緩
や
か
な
登
り
だ
が
、
次
第
に

坂
が
急
に
な
り
本
格
的
な
登
り
に
な
る
。

し
か
し
ジ
グ
ザ
グ
の
道
が
続
く
の
で
、

ヴ
ィ
ス
タ
ー
リ
の
ペ
ー
ス
で
ゆ

っ
く
り

進
む
。
三
〇
分
間
隔
で
休
憩
し
、
Ｂ
班

の
最
後
尾
と
の
時
間
調
整
を
す
る
。
こ

の
急
登
は
ほ
ぼ
山
頂
ま
で
続
い
た
。

「標
高
１
２
０
０
メ
ー
ト
ル
」
の
標

識
か
ら

一
〇
分
程
登
る
と
、
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
山
上
駅
へ
向
か
う
道
と
、
直
接
山

頂

へ
向
か
う
分
岐
に
出
る
。
我
々
は
左

に
道
を
と
り
、
急
坂
を
ジ
グ
ザ
グ
に
登

っ
て
い
く
と
、
山
頂
直
下
の

「え
び
す

様
」
を
祀

っ
て
い
る
広
場
に
飛
び
出
し

た
。そ
こ
で
は
、
先
着
の
Ａ
班
が
昼
食
の

お
弁
当
を
広
げ
て
う
ま
そ
う
に
食
べ
て

い
る
。
我
々
も
昼
食
タ
イ
ム
と
す
る
。

お
弁
当
は
ボ
リ

ュ
ー
ム
も
あ
り
、
お
い

し
く
て
大
好
評
―
Ｉ
Ｃ
班
到
着
で
全
員

が
揃

っ
た
時
、
北
九
州
支
部
の
日
向
さ

ん
が
大
き
な
ボ
ト
ル
の
極
上
の
シ
ャ
ン

パ
ン
を
取
り
出
し
、
全
員
に
注
い
で
く

れ
た
。　
一
同
乾
杯
を
し
、
お
い
し
く
い

た
だ
く
。
お
か
わ
り
の
人
が
何
人
も
出

る
程
で
あ
っ
た
。

楽
し
い
昼
食
を
終
え
、
山
頂
目
指
し

て
ス
タ
ー
ト
。
赤
い
レ
ン
ガ
の
遊
歩
道

を
登

っ
て
い
き
、
鶴
見
岳

（１
３
７
５

ｍ
）
山
頂
に

一
二
時

一
五
分
到
着
し
た
。

山
頂
で
は
観
光
チ
ー
ム
が
既
に
着
い
て

お
り
、
さ

っ
そ
く
全
員
揃

っ
て
の
記
念

撮
影
を
す
る
。
加
藤
英
彦
さ
ん
の
発
声

で

「東
九
州
支
部
創
立
五
〇
周
年
」
の

万
歳
三
唱
、
続
い
て
西
事
務
局
長
の
音

頭
で
今
西
錦
司
先
生
を
偲
ん
で
、
恒
例

の

「ヤ
ッ
ホ
ー
」
の
大
合
唱
の
締
め
。

会
友
の
木
山
広
喜
さ
ん
の
力
強
い
横
断

幕
が

一
段
と
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
。
木

山
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
頂
で
は
、
あ
い
に
く
の
濃
霧
の
た

め
周
囲
の
す
ば
ら
し
い
眺
望
が
き
か
ず

本
当
に
残
念
で
あ
っ
た
。

本
国
の
下
山
コ
ー
ス
は
、
馬
ノ
背
か

ら
南
平
台
、
踊
り
石
経
由
で
登
山
口
の

予
定
だ
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
鉄
塔
の
脇
か
ら

「赤
池
」
と
呼
ば
れ
る
平
坦
地

へ
灌
木

の
中
を
下
り
、

「馬
ノ
背
」
を
左
折
し

て
下
り
続
け
る
。
途
中
で
Ｂ
班
の
宮
崎

支
部
の
女
性
会
員
が
大
腿
筋
を
痛
め
、

救
急
隊
の
大
林
さ
ん
が
緊
急
の
手
当
て

を
す
る
。
そ
の
間
、
星
子
リ
ー
ダ
ー
が

「水
の
飲
み
方
」
や
自
身
が
考
案
し
た

「ト
グ
ル
歩
行
」
を
解
説
し
て
い
る
。

治
療
も
終
わ
り
、
し
ば
ら
く
下
る
と

一
三
時
ち
ょ
う
ど
に

「猪
の
瀬
戸
分

岐
」
に
到
着
。
立
ち
休
憩
の
後
す
ぐ
南

平
台
に
向
か
っ
て
ス
タ
ー
ト
す
る
。
途

一

中
少
し
晴
れ
間
が
出
て
、
後
方
に
紅
葉

６

に
染
ま
る
鶴
見
岳
が
見
え
、
宮
崎
支
部

．

の
メ
ン
バ
ー
か
ら
歓
声
が
あ
が
る
。
ま

た
登
山
道
は
落
葉
が
厚
い
絨
毯
と
な
り
、



歩
く
た
び
に
柔
ら
か
い
ク
ッ
シ
ョ
ン
が

気
持
ち
良
い
。

南
平
台
到
着
後
、
女
性
負
傷
の
た

め

一
〇
分
間
の
時
間
調
整
を
し
、

「踊

り
石
」

へ
進
む
。
こ
の
後
急
な
下
り
の

連
続
で
負
傷
の
女
性
の
フ
ォ
ロ
ー
で
先

頭
と
大
き
く
差
が
つ
く
。

一
四
時

一
〇
分
に

「南
平
台
分
岐
」

に
到
着
。
こ
こ
で
Ａ
班
と
合
流
し
、
そ

の
ま
ま

一
気
に
ゴ
ー
ル
の
神
社
駐
車
場

へ
向
か
う
。
宮
崎
支
部
の
女
性
の
ペ
ー

ス
は
更
に
遅
く
な
る
が
弱
音
を
は
か
ず
、

急
斜
面
も
が
ん
ば
り
、
歩
き
通
し
た
の

に
は
感
心
し
た
。

一
五
時
ち
ょ
う
ど
に
全
員
が
ス
タ
ー

ト
の
駐
車
場
に
到
着
。
到
着
と
同
時
に

加
藤
さ
ん
、
飯
田
さ
ん
、
全
体
リ
ー
ダ

ー
の
野
村
先
生
よ
り
五
〇
周
年
記
念
登

山
参
加
の
御
礼
と
、
全
員
が
無
事
完
登

で
き
た
報
告
が
あ
り
、
そ
の
場
で
流
れ

解
散
と
し
た
。

Ｃ
班

木

本

義

雄

（一ＮＯ
一〇
）

鶴
見
岳
御
嶽
権
現
神
社
駐
車
場
広
場

で
、
野
村
リ
ー
ダ
ー
の
あ
い
さ
つ
の
あ

と
準
備
体
操
、
Ａ
斑
か
ら
順
に
出
発
す

る
中
、

「Ｃ
班
」
の
リ
ー
ダ
ー
安
藤
さ

ん
が
丁
寧
に
参
加
者
の
点
呼
を
行
う
。

こ
の
班
は
県
内
支
部
員
だ
け
だ
が
、
そ

の
ほ
か
に
、
新
聞
を
見
て
今
日
飛
び
入

り
の
人
も
含
め
、　
一
般
参
加
者
が
八
名

も
い
る
か
ら
だ
。

全
員
で
二
五
名
、
九
時

二
五
分

一
足

遅
れ
て
出
発
。
苔
む
す
参
道
を

「火
男

火
売

（火
の
神
の
）
神
社
」
に
向
か
う
。

神
社
で
参
拝
中
の
Ｂ
斑
に
追
い
つ
く
。

本
殿
参
拝
後
、
神
社
左
手
か
ら
標
識
に

従
い
山
頂
に
向
か
う
。
途
中

「林
道
出

会
い
」
と

「踊
り
石

。
南
平
台
分
岐
」

で
、
紅
葉
を
見
な
が
ら
休
憩
す
る
。

登
り
が
急
に
な
る
と
人
数
が
多
い
の

で
長
い
列
と
な

っ
て
山
頂
を
め
ざ
す
。

一
般
参
加
者
の
人
た
ち
は
み
な
女
性
で
、

か
な
り
登
り
な
れ
た
人
が
多
く
、
元
気

が
良
い
。

一
二
時

一
五
分
、
鶴
見
岳
山
頂
の
南

下
山
口
に
到
着
。
こ
の
広
場
で
先
着
の

Ａ

班̈
、
Ｂ
班
と
合
流
。
こ
こ
で
食
事
。

昼
食
後
は
霧
で
視
界
が
悪
い
し
、
山
頂

で
ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー
で
来
た
観
光
組
が
待

っ
て
い
る
た
め
に
山
頂
に
向
か
う
。

山
頂
も
霧
に
覆
わ
れ
て
い
た
が
、
本

部
来
賓

。
各
支
部
会
員

。
東
九
州
会
員
、

一
般
参
加
者
の
全
員
集
合
写
真
。
そ
し

て
各
々
の
交
流
写
真
を
撮
り
、
今
後
の

再
会
を
願
う
。

一
二
時
三
〇
分
、
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ
班
ご

と
に

「馬
の
背
」
経
由
で
下
山
を
開
始

し
た
。　
≡

一時
四
五
分

「馬
の
背
」
通

一

過
時
、

「鞍
ケ
戸
」
南
面
の
霧
が
上
が

７

り
、
素
晴
ら
し
い
紅
葉
で
あ

っ
た
。　
一　
．

三
時
〇
三
分
踊
り
石

。
南
平
台
分
岐
を

通
過
。　
三
二
時

二
八
分
南
平
台
到
着
。

休
憩
時
に
登
山
中
に
必
要
な
水
分
の

摂
取
量
に
つ
い
て
の
話
題
。
Ｂ
班
の
星

子
リ
ー
ダ
ー
が

「必
要
量
と
し
て
、
体

重
×
８
×
行
動
時
間
÷
２
の
水
分

お
ｅ

が
目
安
」
と
説
明
。
安
東
リ
ー
ダ
ー
が

「私
の
場
合
は
体
重
×
行
動
時
間
×
¨

が
目
安
」
と
。
星
子
リ
ー
ダ
ー

「答
え

は
同
じ
だ
よ
。
計
算
し
や
す
い
方
を
と

れ
ば
い
い
」
で
笑
い
。

休
憩
の
後
下
山
再
開
。
ス
ギ
林
の
中

の
火
山
灰
で
ぬ
か
る
ん
だ
下
山
道
を

「踊
り
石
出
会
い
」
に
向
か
う
。　
三
二

時
五

一
分
踊
り
石
通
過
。　
一
四
時

一
二

分
、
登
山
道
南
平
台
分
岐
点
到
着
。
野

村
リ
ー
ダ
ー
が
下
山
し
て
来
る
各
班
ご
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三

（Ｅ

じ

平
成
二

一
年
二
月
二
三
日
、
東
九
州
支
部
の
役
員
会
が
開
催
さ
れ
、
梅
木
支
部
長
、
西
事
務
局
長
を
は
じ
め
、　
一
〇
名
の
役

員
が
集
ま
っ
た
。
議
題
は
、
支
部
創
立
五
〇
周
年
記
念
事
業
と
二

一
年
度
支
部
定
期
総
会
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
席
で
、

五
〇
周
年
記
念
事
業
の
担
当
が
決
定
さ
れ
た
。
記
念
事
業
に
は
、
記
念
誌
の
発
行
が
必
要
。
私
は
、
三
〇
周
年
記
念
誌
、
四
〇

周
年
記
念
誌
と
編
集
に
か
か
わ
り
、
今
回
は
、
ど
な
た
か
に
、
こ
の
記
念
誌
の
作
成
を
お
願
い
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
た
。

五
〇
周
年
と
言
え
ば
、
三
分
の

一
世
紀
で
あ
る
。
こ
の
区
切
り
の
記
念
誌
を
作
成
す
る
に
は
、
自
分
に
と
っ
て
、
能
力
不
足
と

考
え
て
い
た
の
だ
っ
た
。

だ
が
、
西
さ
ん
の

一
声
、

『記
念
誌
は
桂
三
』
で
、
担
当
が
決
定
さ
れ
た
。
内
心
は
、
大
変
な
役
を
引
き
受
け
て
し
ま
っ
た

で
あ
っ
た
。
だ
が
、
誰
か
が
引
き
受
け
ね
ば
、
発
行
で
き
な
い
と
、
原
稿
を
集
め
る
こ
と
に
し
た
。

五
〇
年
と
言
う
長
い
年
月
の
区
切
り
の
記
念
誌
。
創
立
期
の
こ
と
も
記
し
た
い
、
ま
た
、
五
〇
年
間
の
記
録
も
記
し
た
い
、

会
員
全
員
に
、
何
か
文
書
を
書
い
て
も
ら
い
た
い
と
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
た
。
創
立
期
か
ら
、
現
在
ま
で
の
事
は
、
梅
本
支
部

長
に
お
願
い
し
よ
う
、
会
員
に
は
、
四
月

一
八
日
の
定
期
総
会
で
原
稿
依
頼
し
よ
う
と
考
え
た
。

支
部
長
に
は
、　
買
仮
題
）
五
〇
周
年
の
歩
み
』
と
言
う
題
で
、
原
稿
を
書
い
て
く
だ
さ
い
と
口
頭
依
頼
し
、
総
会
出
席
会
員

。
会
友
に
は
、
文
書
で
原
稿
依
頼
を
し
た
。
で
も
、
原
稿
締
め
切
り
日
が
せ
ま
っ
て
も
、
会
員
に
は
、
ま
だ
、
五
〇
周
年
は
先

の
こ
と
と
思
っ
て
か
、
原
稿
提
出
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
二

一
年
度
の
忘
年
会
の
場
で
、
原
稿
依
頼
文
書
も
渡
し
た
。

そ
し
て
、
年
が
か
わ
り
、
平
成
二
二
年
。
原
稿
が
集
ま
ら
ず
、
支
部
役
員
へ
、

『役
員
は

一
文
は
、
必
ず
書
い
て
く
だ
さ

い
』
と
依
頼
。
ま
た
、
海
外
登
山
や
海
外
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
行
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
会
員
へ
、
電
話
で
詳
細
を
聞
い
た
り
、
訪

問
し
て
依
頼
し
た
り
、
ハ
ガ
キ
で
原
稿
督
促
し
た
り
。
そ
し
て
、
三
二
年
の
支
部
総
会
で
、
再
度
原
稿
依
頼
。
製
作
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
見
直
し
、
手
書
き
原
稿
の
リ
ラ
イ
ト
、
古
い
ソ
フ
ト
で
送
っ
て
き
た
文
書
の
取
り
込
み
に
苦
労
し
た
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
、
後
へ
後
へ
と
ず
れ
込
ん
で
い
っ
た
。

で
も
、
九
月
に
は
、
大
体
の
体
裁
が
出
来
あ
が
り
、
再
度
の
見
直
し
、
数
人
の
役
員
に
よ
る
校
正
チ
ェ
ッ
ク
、　
一
〇
月
始
め

に
、
校
了
と
な
り
、
多
少
の
手
直
し
の
あ
と
、　
一
一
月
四
日
、
や
っ
と
、
出
来
あ
が
っ
た
。

五
〇
年
の
区
切
り
の
記
念
誌
、
原
稿
を
書
い
て
い
た
だ
い
た
会
員
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
五
〇
年
の
区
切
り
に
、
新
た

な
東
九
州
支
部
の
活
動
が
活
発
に
な
り
ま
す
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。



一
後

記

と
の
全
員
の
体
調
等
を
確
認
し
て
い
る
。

ひ
と
休
み
し
て
神
社
に
向

っ
て
下
山
。

三
つ
の
班
が
混
じ
り
合
っ
て
、
に
ぎ
や

か
な
会
話
が
続
く
下
山
で
あ
る
。　
一
四

時
四
五
分
神
社
着
。　
一
四
時
五
五
分
、

駐
車
場
広
場
に
到
着
後

「解
散
式
」
を

行
う
。

〇
　
五
〇
周
年
記
念
行
事
の
こ
と
を
、

支
部
報
特
集
号
と
し
て
出
す
に
あ
た

っ
て
、
掲
載
記
事
の
書
き
方
、
載
せ

方
を
考
え
た
結
果
、
行
事
は
で
き
る

だ
け
臨
場
感
の
あ
る
も
の
に
し
た
い

と
思
っ
た
。

○
　
会
員
六
八
名
の
う
ち
に
、
二
日
間

の
五
つ
の
行
事
の
う
ち
、　
一
つ
で
も

参
加
し
た
会
員
は
四
四
名
で
あ

っ
た
。

二
四
名
が
ま
っ
た
く
参
加
が
な
か
っ

た
。
会
友
に
お
い
て
は
さ
ら
に
参
加

率
が
落
ち
て
い
る
。

○
　
式
典
で
の
本
部
神
崎
副
会
長
の
あ

い
さ
つ
に
も
あ
っ
た
が
、

「支
部
活

性
化
」

・
・
・
。
そ
の
た
め
に
は
や

は
り
、
メ
ン
バ
ー
が
い
か
に
支
部
の

旗
の
も
と
に
結
集
す
る
か
。
支
部
の

い
ろ
ん
な
活
動
に
、
い
か
に
多
く
支

部
員
が
参
加
し
、
集
う
か
が
最
大
の

課
題
と
考
え
る
。

○
　
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
た
ら
、

こ
の
特
集
号
を
、
で
き
る
だ
け
臨
場

感
を
持
た
せ
、
参
加
で
き
な
か
っ
た

会
員

。
会
友
に
そ
の
模
様
を
伝
え
る

事
が
必
要
と
考
え
た
。

○
　
何
処
ま
で
、
臨
場
感
が
出
せ
た
か

は
、
読
む
人
の
評
価
に
お
任
せ
だ
が

・
・
。
読
み
返
し
て
み
る
と
た
い
し

て
臨
場
感
は
な
い
な
あ

・
・
。
と
思
い

つ
つ

。　
・　
・
。

（
Ｋ

。
Ｉ

）

※
こ
の
号
外
に
掲
載
の

写
真

（巻
末
の
ア
ル
バ
ム

を
含
）
は
重
廣
氏
及
び
中

野

・
飯
田
の
提
供
に
よ

る
も
の
で
す
。

大
分
合
同
新
聞
の
掲
載
記
事

日
本
山
岳
会

・
東
九
州

支

忠
男
副
会
長
が

「
日
本
曇
岳

部

（
梅
木
秀
徳
支
部
長
）
は

ム
デ
」私

」
、
世
界
最
局
齢
で

講
演
会
は

６
日
午
後
２
時

　

『′
日
は
鴨
募

騒

（
１
３
７

半
か
ら
、
人
分
市
の

コ
ン
パ

いＤ
蓼
）
の
登
山
ム
源

Ｊ
Ｒ
ム

ル
ホ
ー
ル
で
。
同
会
の
神
崎

分
駅
担
午
前
８
時
、
ま
た

は

身
こ
が
れ
持
ち
続
け
て
一

Ｌ
嗜
全
賣
た
■
支
ぶ
騨
“

〓
ｔ
構
調
．́↓

Ｉヽ
Ｉ
≡
れ

一愛
趙
県
山
岳
　
　
会
長

演
．

・な
か
ら

「山
へ
の
あ
い

董
二
ｔ
一
ル

交
え
て
山
登
ゆ
の
難
カ

■―

事ヽ
豪
‘
１
１
●■
ゼ
メ
　
た
■

〓
〓
山
善
会
東
■
翡
芝
錦
一　
跡

〓

〓

山

善

会

東

■

翡

芝

錦

一　

神

崎

忠
男

・
日

本

山
轟

　

　

一

（
嶋

末
秀

徳

支

部

長

）

の
自

立

五
〓
長

は

、
自

ら
参

加
し

て
き
た

、

“
闘
●
記
念
講
楔
会
が
６
日
、

一日
本
大
学
登

１１１
隊
に
よ
る
数
々

ヘ
カ
出
の
コ
ン
ハ
ル
ホ
ー
ル
で

の
登
頂
や
日
本
山
機
会
の
現
状

島
　
　
３
２
０
０
８
年
に
驚
弊

な
ど
　
　
し
た
。
　
　
　
　
　
一

最
　
　
の
７‐
歳
で
七
大
睦
の
最

一山
愛
　
　
一り
１
〇
　
　
　
　
　
一

を
制
調
し
た
石
洲
躇
康

・
一の
話
に
聞
き
た

っ
て
い
た
ず
　

一
登
山
本〓０
申
し
込
み
や
、

問
い
ム』
わ
せ
写
同
　
　
　
務

局
の

「サ
ニ
ー
ス
ポ
ー
ゾ
」

（奮
ウ
９
７
，
５
３
２
・
０

０
２
６
）
ま
で
。　
　
●

11月 7日

11月 3日

）
が
子
日
、
麟
有
力
の

（１
３
７
一̈一』し
で
あ
っ

た会
員
ら
鋳
”
ム
が
参
加
ｖ
庄
菫
に

集
ま
る
鶴
饉
岳
曇
表

車
が
ら
、
陣
ヨ
０
壁
山
を
籠
レ
々

ィち
　
　
　
　
　
　
尋
西
孝
子
さ

ん
（議
）織

一．■
ず
ト
ー
は
、
み
ん

な
が
自
由
に
行
き
た
い
曲
鍾
打

き
、署
閣
あ
る
行
動
を
す
る
，
，
一

日
本
出
岳
会
東
九
州
支
部
が
記
念
壼
山

五
〇
周
年
記
念
誌
の
残
部
が
あ
り
ま
す
の
で

頒
布
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
是
非
購
入
の
う
え
、

友
人
や
同
好
者
に
贈
っ
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

一
部

…

一
，

○
○
○
円

（但
し
、
記
念
誌
原
稿
執
筆
者
に
限
り

一
部
…
五
〇
〇
円
と
し
ま
す
）

希
望
者
は
安
東
桂
三

８
８
占
記
プ
Ｘ
記
）

ま
で

Ａ
４
版
　
９
５
頁

贅 九藤支椰 員ゃ県外の 口_tttt疇露 轟 ち
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50周年記念として実施した事業の概要

1.記念行事
①記念式典

と き… 11月 6日 (土)午後 2時 30分より
ところ…大分市コンパルホール「多目的ホール」

② 記念講演会
と き… 11月 6日 (土)午後 3時 00分より
ところ…大分市コンパルホール「多目的ホール」

講師と演題

日本山岳会 副会長 神崎忠男氏
『日本山岳会と私』

日本山岳会員・愛知県山岳連盟会長 石川富康氏
『美しき七つの峰』

(世界最高齢者で七大陸の最高峰登頂の記録 )

参加者…式典及び講演会

会友 15名 、全国各支部よりの参加者 35名、支部会員 36名、
計 112名一般参加者 26名、

③記念祝賀会

と き… 11月 6日 (土)午後 6時 00分より
ところ…大分センチュリーホテル

出席者…会員 32名、会友 13名、全国各支部よりの参加者 35名
計 80名

・観光④ 記念山行 (登山会)
と き… 11月 7日 (日 )

(鳥居登山口～権現社～鶴見岳山頂～馬ノ背～南平台～権現社～鳥居登山口)登った山…鶴見岳

参加者…支部会員 24名、会友 11名 、全国各支部よりの参加者 24名、
一般参加者 8名、計 67名

、志高湖観光…高崎山自然動物園、別府ロープウエー

参加者… 6名

⑤ 記念資料展示会
と き… 11月 5日 (金)～ 7日 (日 )
ところ…大分市コンパルホール 「市民ギャラリー」

テーマ…「登山の歴史と文化」

高所登山の装備・服装等、古い登山用装備・服装、展示物品…古い登山・登はん道具や野営道

特殊道具関係などの道具 。器具・装備など約400点 、そのほか山に関する書籍類約 80冊、
絵画類 10点、写真等約 30点、古い国土地理院の地図等古地図関係約 40点、その他
観覧者…延べ約 400名

2.記念誌の発行

月 6日編 纂 A4版  95頁     発行日 11
発行部数 310部 発行

3.記念海外登山隊派遣
10月 25日期 日… 10月 5日
「カラパタール峰」行き先…ネパール・

参加者…会員 5名  一般参加者 5名
合計 10名

4.記念国内山行
19日  参加者 5名八経ヶ岳)7月 16日 ～大峰山系 (山上ヶ岳、

南アルプス (北岳)8月 13日 ～ 15日  参加者 3名
北アルプス (槍 。穂高縦走)。 南アルプス (赤石岳・聖岳) 9月 17日 ～ 24日  2名

10月 8日 ～ 11日  参加者 2名北アルプス (奥穂高)
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記念式典及び講演会

‐

1｀
摯 ‐
ぃ 、 __

ゝ 、
、 、 、 ____

奪
‐ ‐
・
ヽ

｀
|■



記
念
祝
賀
会
で
の
各
支
部

の
競
演

京
都
支
部

富
山
支
部

本 部 と多 摩 支 部福 井 支 部

東
海
支
部

（
石
川
夫
妻
）



福

岡
支
部

し`
≒奄現賀会

坊
が

ツ
ル
贅
歌
を
語
る
松
本
氏
と
支
部
長 東 九 州 支 部 の 坊 が ツル 賛 歌

熊 本 支 部

宮 崎 支 部

．
■

一合






